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1．はじめに

聴解の材料となる音声言譜は、瞥記言語とは異なり、発話された文は一度

しか聞くことができず､そしてすぐに消えてしまう（Buck2001)。それゆえ、

聴解力の高低はコミュニケーションの成否に直接関わるといえる。

第二言語学習者の聴解に1mわる要因は多岐に渡り（Rubin・’994)、学習者

側の要因や提示材料の要因等が挙げられる。提示材料の要因に関して、音声

の聞き取りやすさに加え､材料自体の性質や雛度等があるが､菅井（2009）は、

学習者がリスニングの学習をする際に、その音声を聞き取りやすくする手段

としてまず考えられるのはその音声の速度を下げることである、と述べてい

る。従来の研究では速度調節の際にポーズの挿入位世や長さを用いた研究か

いくつかみられるが、文章の提示速庇そのものに無点を当てたものは多くな

い。

文章の提示速度を操作し、英禍学習者を対象とした研究にZhao（l”7）

がある。中級から上級の英舗学習者15名に対して6段階の速度を設定した

材料を聴かせたところ、l）スピードが遮い方が理解度が高い2）自分で

速度が調整できる珊合、学習者は自分で速度を調整しようとし（遅くする傾

向)、自分で調整したほうが理解度が高い3）（アンケートから）学習者は

スピードを調雛できることにi1j･定的評価を与える、という結果であった。ま

たGri価ths（19”､1992）では、迎い・普通・迷い、の3つの速度を設定し

たところ、「速い」のみ理解度が落ちるという結果がみられた。

また、材料自体の性質も理解に影浮を与えると考えられる。第一言語の読

みにおける研究であるが、谷口（1999）は、大学生に説明文を読ませ、自由

再生課題と読解材料の各部分（アイデアユニット：1つ以上の項と1つの述

部を持つもの。以下、IUとする）の亜要度の評定を課した。その結果、亜

要度が高いと評定されたIUの方がより多く再生された。この結果は説明文

の情報構造によって解釈できる。説明文の悩報柵造には階層があり（Meyer

l985)、階屑の上位にある悩報は記憶されやすく、より亜要だと判断され、

再生にも含まれやすい(堀珊,2002)。説明的な内容を聴く場合においても､｢十
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